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青
春
と
戦
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期
改
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見
龍
ス
バ
ン
ト 

は
じ
め
に 

 

戦
後
の
日
米
関
係
は
我
が
国
の
安
全
保
障
を
は
じ
め
と
す
る
外
交
上
の
課

題
を
語
る
上
で
避
け
ら
れ
な
い
素
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
内
政
に

も
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
て
い
る
素
因
で
あ
る
。
日
米
関
係
が
国
内
の
政

治
的
活
動
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
現
在
も
刻
一
刻
と
様
相

を
変
え
る
国
際
情
勢
か
ら
、
我
が
国
が
い
か
な
る
影
響
を
ど
の
程
度
受
け
る

か
を
予
測
す
る
に
あ
た
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

本
稿
で
は
、
政
治
的
活
動
の
う
ち
学
生
運
動
を
取
り
扱
う
。
学
生
運
動
は
、

国
家
権
力
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
一
方
で
、
政
治
的
・

社
会
的
環
境
の
変
化
に
対
し
て
比
較
的
敏
感
に
反
応
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
外
交
的
動
向
と
国
内
政
治
と
の
関
係
を
観
察
す
る
素
材
と
し
て
適

し
て
い
る
。
占
領
直
後
か
ら
六
〇
年
安
保
闘
争
に
至
る
時
期
を
対
象
に
、
逆
コ

ー
ス
を
含
む
戦
後
の
日
米
関
係
の
変
化
と
、
学
生
運
動
お
よ
び
そ
れ
に
対
す

る
政
府
の
対
応
と
の
間
に
関
連
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。

研
究
対
象 

 

本
稿
は
①
占
領
後
の
占
領
政
策
の
転
換
、
②
一
九
五
〇
年
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー

ジ
、
③
六
〇
年
安
保
闘
争
を
研
究
対
象
と
す
る
。
理
由
は
以
下
に
詳
述
す
る
。 

 

①
占
領
政
策
の
転
換
（
い
わ
ゆ
る
逆
コ
ー
ス
）
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
米

国
の
対
日
戦
略
が
「
民
主
化
・
改
革
」
か
ら
「
反
共
・
安
定
化
」
へ
と
大
き
く

舵
を
切
っ
た
転
換
点
で
あ
り
、
以
後
の
政
府
の
治
安
政
策
・
学
生
運
動
へ
の
姿

勢
形
成
に
直
接
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
②
一
九
五

〇
年
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
は
、
米
国
の
国
際
戦
略
（
冷
戦
構
造
の
固
定
化
）
と

日
本
国
内
の
政
治
構
造
が
密
接
に
連
動
し
た
典
型
で
あ
り
、
学
生
層
・
労
働
運

動
・
知
識
人
層
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
後
の
学
生
運
動
が
国
家
権

力
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
自
ら
の
闘
争
を
ど
う
正
当
化
し
た
か

を
読
み
解
く
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
③
六
〇
年
安
保
闘
争
は
、
戦
後
初
の
最
大

規
模
の
大
衆
運
動
で
あ
り
、
学
生
運
動
が
社
会
運
動
全
体
の
中
で
果
た
し
た

役
割
が
明
確
に
可
視
化
さ
れ
た
局
面
で
あ
る
。
同
時
に
、
米
国
か
ら
の
安
全
保

障
期
待
と
日
本
政
府
の
対
応
（
警
察
力
の
動
員
、
政
治
決
定
過
程
）
と
の
結
び

つ
き
を
検
証
す
る
格
好
の
素
材
と
な
る
。 

 

以
上
の
三
事
件
は
い
ず
れ
も
、
戦
後
の
日
米
関
係
（
外
交
要
因
）
と
国
内
学

生
運
動
（
内
政
要
因
）
が
最
も
緊
密
に
連
動
し
た
局
面
で
あ
る
と
い
う
共
通
性

を
持
つ
。
こ
の
た
め
、
本
稿
は
こ
れ
ら
三
つ
の
時
期
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行

う
。 

 
な
お
、
本
稿
で
は
一
九
七
〇
年
新
安
保
闘
争
は
扱
わ
な
い
。
七
〇
年
安
保
は

学
生
運
動
の
内
部
的
変
容
と
国
内
制
度
要
因
の
影
響
が
大
き
い
時
期
で
あ
り
、



【A】個人論文 

 

 

占
領
期
か
ら
六
〇
年
安
保
に
か
け
て
顕
著
で
あ
っ
た
「
日
米
関
係
と
学
生
運

動
の
直
接
的
連
動
」
と
い
う
本
稿
の
分
析
視
角
か
ら
は
、
や
や
性
質
を
異
に
す

る
た
め
で
あ
る
。 

第
一
章 
逆
コ
ー
ス
：
戦
後
日
米
関
係
の
再
編
と
国
内
政
治
へ
の
影
響 

 

本
章
で
は
、
ま
ず
戦
後
日
米
関
係
の
接
近
に
至
る
経
緯
を
概
観
し
つ
つ
、
国

内
政
治
の
変
容
に
つ
い
て
記
述
し
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
外
交—

内
政
」
の

連
関
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

占
領
初
期
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
司
令
部
（G

H
Q

/S
C

A
P

）
の
施
策
は

「
非
武
装
化
・
民
主
化
」
の
目
的
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た1

。G
H

Q

の
中

枢
部
局
で
あ
る
民
政
局
（G

S

）
は
右
の
目
的
に
従
い
、
憲
法
改
正
、
公
務
員

制
度
改
革
、
財
閥
解
体
、
公
職
追
放
等
を
推
進
し
た
。G

S

の
局
長
で
あ
っ
た

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（C

 W
h

itn
ey

）
准
将
は
「
急
激
か
つ
徹
底
的
な
変
革
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
改
革
は
達
成
で
き
る
と
確
信
し
て
」
お
り
、
政
治

的
民
主
化
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
民
主
化
を
も
推
し
進
め
た2
。
ま
たG

S

次

長
で
あ
っ
た
ケ
ー
デ
ィ
ス
（C

h
arles L

 K
ad

es

）
大
佐
は
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
」
と
し
て
民
主
化
改
革
で
辣
腕
を
振
る
っ
た3

。
し
か
し
、
日

本
の
国
力
を
削
ぐ
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
こ
れ
ら
の
社
会
民
主
主
義
的
な
政

策
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。 

 

冷
戦
の
激
化
が
端
緒
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
（
共
産
主
義

封
じ
込
め
政
策
）
を
推
し
進
め
た
ア
チ
ソ
ン(D

ean
 G

 A
ch

eso
n

）
国
務
長
官

は
早
く
も
四
七
年
五
月
の
段
階
で
ド
イ
ツ
と
日
本
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

ア
の
二
大
工
場
」
と
位
置
づ
け4

、
両
国
の
経
済
復
興
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら

に
四
八
年
一
月
に
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
（K

en
n

eth
 C

 R
o

yall

）
陸
軍
長
官
が
、
日

本
を
「
今
後
極
東
に
生
ず
べ
き
他
の
全
体
主
義
的
戦
争
の
脅
威
に
対
す
る
制

止
役
」
た
ら
し
め
る
た
め
に
、「
充
分
に
強
く
か
つ
充
分
に
安
定
し
た
自
足
的

民
主
政
治
を
日
本
に
建
設
す
る
と
い
う
、（
中
略
）
確
固
た
る
目
的
を
固
守
す

る
」
と
表
明
し
た5

。
同
年
四
月
に
は
ド
レ
ー
パ
ー
（W

illiam
 H

 D
rap

er Jr.

）

陸
軍
次
官
が
賠
償
の
大
幅
緩
和
、
民
間
貿
易
の
拡
大
な
ど
日
本
の
経
済
復
興

計
画
を
勧
告
す
る
内
容
の
ド
レ
ー
パ
ー
報
告
書
を
長
官
に
提
出
し
て
い
る6

。

G
H

Q

内
部
で
も
、
日
本
を
「
反
共
の
砦
」
と
見
な
す
、
参
謀
第
二
部
（G

二
）

の
部
長
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
（C

h
arles A

 W
illo

u
g
h

b
y

）
少
将
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局

長
や
ケ
ー
デ
ィ
ス
次
長
と
衝
突
す
る
よ
う
に
な
っ
た7

。G
S

は
社
会
党
を
は

じ
め
と
す
る
革
新
系
の
連
立
与
党
を
、G

二
は
反
共
主
義
を
掲
げ
る
民
主
自

由
党
を
後
援
し
て
対
立
し
た8

。 

 

国
内
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
四
八
年
六
月
に
戦
後
初
の
大
規
模
な
汚
職

事
件
と
な
る
昭
和
電
工
事
件
が
発
覚
、
芦
田
内
閣
の
前
副
総
理
が
検
挙
さ
れ

た
ほ
か
、
ケ
ー
デ
ィ
ス
次
長
の
収
賄
容
疑
も
取
り
沙
汰
さ
れ
た9

。
こ
の
一
件

を
期
に
ケ
ー
デ
ィ
ス
は
発
言
力
を
失
い
、G

H
Q

内
の
主
導
権
はG

S

か
らG

二
に
移
る
。
冷
戦
構
造
が
明
確
化
す
る
中
で
「
逆
コ
ー
ス
」
が
一
層
顕
著
と
な

っ
た
。
奇
し
く
も
、
芦
田
内
閣
が
総
辞
職
し
た
四
八
年
十
月
七
日
同
日
、
米
国

家
安
全
保
障
会
議
が
十
三
／
二
文
書
「
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
関
す
る
勧

告
」
を
承
認
し
、
対
日
政
策
の
方
針
転
換
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
は
決
定

的
と
な
っ
た1

0

。
財
閥
解
体
は
不
完
全
な
形
で
済
ま
さ
れ
、
追
放
解
除
に
よ
っ

て
公
職
追
放
さ
れ
た
戦
前
戦
中
の
指
導
者
層
が
社
会
復
帰
を
果
た
し
た
。
な

お
、
こ
の
勧
告
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
対
日
協
議
会
に
よ
る
本
国
で
の
ロ
ビ
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ー
活
動
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く1

1

。 

 
中
道
左
派
で
あ
っ
た
芦
田
政
権
の
崩
壊
後
に
は
生
粋
の
保
守
た
る
吉
田
政

権
が
成
立
し
、
同
内
閣
は
四
九
年
一
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
大
勝
を
果
た
す
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
「
反
共
の
防
壁
」
声
明
を
発
表
し
、
日
本
が
西
側
陣
営
と
し

て
の
立
場
を
確
立
す
る
の
は
、
同
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
社
会
民
主
主
義
的
な
対
日
政
策
を
進
め
たG

S

は
、
冷
戦
に
備
え
る
本
国
の
意
向
に
よ
り
方
針
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
国
内

の
汚
職
事
件
へ
の
関
与
も
あ
っ
て

G
H

Q

内
で
の
影
響
力
が
低
下
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
主
導
権
を
握
っ
た
の
が
反
共
主
義
を
掲
げ
るG

二

で
あ
る
。G

二
は
過
度
な
経
済
的
民
主
化
政
策
に
歯
止
め
を
か
け
、
追
放
解

除
な
ど
の
逆
コ
ー
ス
を
主
導
し
た
。
な
に
よ
り
特
筆
す
べ
き
は
、G

H
Q

内
部

の
政
治
力
学
が
国
内
政
治
に
相
当
程
度
の
影
響
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。G

二
の
支
持
を
得
た
吉
田
政
権
が
戦
後
で
三
本
の
指
に
入
る
長
期

政
権
と
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
主
張
を
補
強
す
る
事
実
と
い
え
よ
う
。 

 

吉
田
は
「
経
済
復
興
重
視
、
軽
武
装
」
の
方
針
を
固
め
、
外
交
面
で
は
「
日

米
安
保
体
制
を
軸
と
し
た
対
米
協
調
」
を
据
え
た
。
吉
田
が
確
立
し
た
こ
の
枠

組
み
は
、
後
の
政
権
に
も
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
の
外
交
・
安
全

保
障
の
方
向
性
を
規
定
し
続
け
て
い
る1

2
1

3

。 

  

戦
後
ほ
ど
な
く
し
て
復
権
を
果
た
し
た
保
守
勢
力
と
比
し
て
対
照
的
な
の

が
、
日
本
共
産
党
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
戦
後
日
本
の
学
生
運
動
に
対
し
て

大
小
様
々
な
政
治
的
影
響
を
与
え
続
け
た
。
次
章
に
移
る
前
に
、
日
米
関
係
再

編
下
で
の
日
本
共
産
党
の
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
触
れ
て
お
く
。 

 

占
領
開
始
直
後
、G

H
Q

は
共
産
党
を
合
法
化
し
、
五
大
改
革
指
令
を
通
じ

て
労
働
組
合
結
成
を
奨
励
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
労
働
組
合
が
爆
発
的
に
増
加

し
、
労
働
運
動
も
急
増
し
た
。
当
初
、
日
本
共
産
党
は
占
領
軍
を
解
放
軍
と
し

て
歓
迎
し
、
四
六
年
に
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
厳
正
実
施
」
を
含
む
十
二
項
目

か
ら
な
る
「
人
民
戦
線
綱
領
」
を
発
表
し
た1

4

。
経
済
状
況
悪
化
に
伴
っ
て
全

国
的
な
連
帯
も
高
ま
り
、「
事
実
上
日
本
共
産
党
の
指
導
の
下
に
」
全
日
本
産

業
別
労
働
組
合
会
議
（
産
別
）
の
結
成
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る1

5

。
産
別
は
、

社
会
党
と
連
携
し
た
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
（
総
同
盟
）
と
双
璧
を
な
す
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
当
時
の
労
働
運
動
に
お
い
て
突
出
し
た
影
響
力
を

示
し
た
。
活
発
化
す
る
経
済
闘
争
は
や
が
て
政
治
闘
争
に
変
質
し
、
四
六
年
に

は
吉
田
内
閣
打
倒
国
民
大
会
が
五
十
万
人
規
模
で
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た1

6

。

そ
し
て
四
七
年
に
は
、
全
国
労
働
組
合
共
同
闘
争
委
員
会
（
全
闘
）
の
結
成
を

契
機
に
、
官
民
を
横
断
す
る
全
産
業
的
行
動
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ

る
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
と
結
集
し
て
い
っ
た
。 

 

し
か
し
、G

H
Q

は
こ
の
よ
う
な
「
致
命
的
な
社
会
的
武
器
」1

7

の
行
使
を

認
め
な
か
っ
た
。
決
行
前
夜
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
直
々
に
ゼ
ネ
ス
ト
の
中
止
命

令
を
下
し
、
参
加
者
約
四
百
万
人
と
も
目
さ
れ
た
ゼ
ネ
ス
ト
は
直
前
で
頓
挫

す
る
。「
蜜
月
」
か
と
思
え
た
日
本
共
産
党
とG

H
Q

の
関
係
も
、
こ
の
頃
に

は
す
っ
か
り
冷
え
切
っ
て
い
た
。
以
後
は
冷
戦
の
激
化
も
相
ま
っ
て
反
共
の

風
が
吹
き
荒
れ
、
つ
い
に
は
日
本
政
府
主
導
で
大
々
的
な
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
が

展
開
さ
れ
る
。 

 



【A】個人論文 

 

 

第
二
章 

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
：
学
生
運
動
の
組
織
化
と
理
論
化 

 

占
領
期
の
学
生
運
動
の
起
源
は
、
現
代
の
学
生
が
想
像
す
る
よ
う
な
も
の
、

す
な
わ
ち
、
専
ら
政
治
的
テ
ー
マ
を
扱
う
民
衆
運
動
で
は
な
く
、
学
園
民
主
化

運
動
や
授
業
料
値
上
げ
に
対
す
る
反
対
運
動
な
ど
、
む
し
ろ
学
内
の
テ
ー
マ

が
中
心
で
あ
っ
た1

8
。
学
内
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
学
生
運
動
は
一
見
し
て
日
米

関
係
と
い
う
本
稿
の
テ
ー
マ
と
関
係
が
浅
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
五

〇
年
代
の
学
生
運
動
を
主
導
し
た
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
（
全
学
連
）
の

結
成
は
四
八
年
台
の
教
育
復
興
闘
争
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
学
生
運

動
に
も
散
見
さ
れ
る
理
念
的
姿
勢
は
後
述
す
る
大
学
で
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

に
そ
の
淵
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
に
至

る
ま
で
の
経
過
を
（G

H
Q

含
め
）
政
府
側
と
学
生
側
の
二
つ
の
視
点
か
ら
概

括
す
る
こ
と
は
、
戦
後
学
生
運
動
に
つ
い
て
記
述
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
。 

  

占
領
期
初
期
の
学
生
ら
の
動
き
に
対
し
て
、
文
部
省
は
早
く
か
ら
抑
制
的

な
態
度
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
幣
原
内
閣
の
前
田
多
門
文
部
大
臣
は
学
生

に
「
身
分
に
応
じ
た
制
約
あ
る
行
動
」
を
求
め
た
ほ
か
、
の
ち
に
最
高
裁
長
官

を
務
め
る
田
中
耕
太
郎
文
部
大
臣
は
、
学
生
団
体
と
い
え
ど
も
「
外
部
の
力
」

と
み
な
し
、
学
生
団
体
の
背
後
に
あ
る
左
翼
勢
力
が
大
学
の
自
治
を
侵
害
す

る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た1

9

。
片
山
内
閣
の
森
戸
文
相
は
「
学
生
自
治
運
動
に

つ
い
て
は
学
生
に
は
自
ら
身
分
が
あ
り
そ
の
域
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、

教
授
の
人
事
問
題
に
ま
で
干
渉
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
大
学
の
使
命

を
果
す
に
も
学
生
は
学
生
と
し
て
の
職
分
が
あ
る
、
も
ち
ろ
ん
学
生
団
体
か

ら
希
望
な
り
意
見
を
上
申
し
て
学
生
の
意
向
を
反
映
す
る
の
は
大
い
に
結
構

で
あ
る
」
と
述
べ
た2

0

。
ま
た
別
の
機
会
に
は
「
学
生
の
自
治
と
い
う
こ
と
に

も
一
定
の
限
界
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
学
生
と
し
て
の
分
を
あ
く
ま
で
ま

も
っ
て
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
学
生
の
正
し
い
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
慎
重
に
語
っ
て
い
る2

1

。GH
Q

の
民
間
情
報
教
育
局
（C

IE

）

は
学
生
運
動
を
民
主
主
義
の
教
材
と
し
て
期
待
し
て
い
た
が
、
大
学
の
人
事

へ
の
干
渉
等
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、C

IE

は

「
学
生
が
自
治
の
実
験
室
か
ら
乗
り
越
え
て
学
校
行
政
に
不
当
介
入
す
る
こ

と
は
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
大
学
行
政
へ
の
行
き
過
ぎ
た
介
入
を
危
惧

し
て
い
る2

2

。 

  

四
八
年
四
月
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
大
学
の
財
政
難
を
理
由
に
国
立
大

学
授
業
料
の
三
倍
も
の
値
上
げ
を
発
表
し
た
文
部
省
は
、
当
然
な
が
ら
学
生

ら
の
反
対
運
動
の
標
的
と
な
っ
た
。
各
地
の
大
学
で
は
デ
モ
や
ス
ト
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、「
教
育
復
興
闘
争
」
と
称
さ
れ
た
。 

 

四
八
年
九
月
、
教
育
復
興
闘
争
に
お
け
る
全
国
的
な
連
帯
を
象
徴
す
る
組

織
と
し
て
、
全
学
連
が
結
成
さ
れ
た
。
初
期
の
全
学
連
は
日
本
共
産
党
か
ら
絶

大
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
執
行
部
は
東
大
や
早
稲
大
の
共
産
党
細
胞
か
ら

選
任
さ
れ
、
事
務
局
も
東
大
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
の
思
想
的
背
景
は

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
共
産
党
は
学
生
を
小
市
民
と
し
て

規
定
し
て
い
た
が
、
全
学
連
は
学
生
と
い
う
身
分
は
資
本
の
利
害
か
ら
一
定

の
距
離
を
保
ち
、
真
理
の
探
究
を
職
分
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
ど
の
階
級
が
社
会

の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
う
る
の
か
を
客
観
的
に
判
断
で
き
る
層
と
し
て
位
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置
づ
け
ら
れ
る
、
と
捉
え
て
い
た
。
前
者
の
定
義
に
よ
れ
ば
学
生
運
動
は
反
体

制
運
動
の
傍
流
に
す
ぎ
な
い
一
方
で
、
後
者
の
定
義
に
よ
れ
ば
学
生
運
動
は

労
働
運
動
と
同
様
に
反
体
制
運
動
を
主
体
的
に
進
め
う
る
。
学
生
運
動
の
理

論
化
は
初
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
全
学
連
初
代
委
員
長
の
武
井
昭
夫
が
四

八
年
に
提
起
し
た
「
層
と
し
て
の
学
生
運
動
論
」
は
民
衆
運
動
の
な
か
の
学
生

運
動
の
正
当
性
を
理
論
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
先
駆
性
理
論
と
並
ぶ
学
生
運

動
の
代
表
的
理
論
と
し
て
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
学
生
運
動
観
の
相

違
は
、
初
期
の
全
学
連
と
日
本
共
産
党
の
一
衣
帯
水
の
関
係
が
四
九
年
頃
か

ら
綻
び
を
見
せ
る
遠
因
と
な
る2

3
。 

  

四
九
年
七
月
、新
潟
大
学
開
校
式
に
お
い
て
、CIE

顧
問
イ
ー
ル
ズ（W

alter 

C
 E

ells

）
は
「
イ
ー
ル
ズ
声
明
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
イ
ー
ル
ズ
声
明
はG

H
Q

の
反
共
政
策
の
一
環
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
赤
い
教
授
」

と
「
ス
ト
学
生
の
追
放
」
と
い
う
、
全
学
連
の
存
在
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
も

の
で
あ
っ
た2

4
2

5

。
イ
ー
ル
ズ
は
各
地
の
大
学
で
講
演
を
行
い
、
同
趣
旨
の
発

言
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
こ
の
「
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
に
対
す
る
明
ら

か
な
干
渉
」
に
対
し
て
は
、
学
生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
の
強
い
政
治
的
危
機
意

識
を
呼
び
起
こ
し
、
必
然
的
に
そ
の
反
発
も
大
き
か
っ
た
。
各
地
の
大
学
で
行

わ
れ
た
講
演
の
な
か
に
は
、
教
職
員
組
合
と
連
携
し
た
も
の
も
み
ら
れ
た2

6
。 

 

五
十
年
初
頭
に
は
日
本
共
産
党
の
「
所
感
派
」
と
「
国
際
派
」
の
分
裂
に
伴

っ
て
全
学
連
の
組
織
内
で
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
同
年
五
月
の

全
学
連
第
四
回
大
会
で
は
「
反
イ
ー
ル
ズ
声
明
、
反
帝
国
主
義
闘
争
」
の
方
針

を
決
議
し
、
全
学
連
主
導
の
反
イ
ー
ル
ズ
運
動
は
破
竹
の
勢
い
で
活
気
づ
き
、

つ
い
に
は
天
野
貞
祐
文
相
が
大
学
内
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
を
撤
回
す
る
に
至

っ
た2

7

。
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
が
も
た
ら
し
た
最
大
の
変
化
は
、
戦
後
初
期
に
見

ら
れ
た
「
反
権
力
的
志
向
」
が
、
占
領
軍
と
日
本
政
府
に
よ
る
弾
圧
を
契
機
と

し
て
、
よ
り
明
確
な
政
治
理
論
と
戦
略
を
伴
う
運
動
へ
と
転
換
し
た
点
で
あ

る
。
か
つ
て
戦
後
初
期
の
学
生
運
動
は
、
労
働
運
動
や
共
産
党
の
影
響
下
で
集

団
行
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
を
受
け
て
国
家
権
力

と
の
対
立
構
図
が
一
層
明
確
化
し
、
組
織
内
部
で
の
理
念
的
統
一
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た2

8

。
さ
ら
に
、
パ
ー
ジ
に
よ
っ
て
大
学
教
員
や
思
想
家
が

職
を
追
わ
れ
た
こ
と
は
、
学
生
に
対
し
て
強
い
政
治
的
危
機
意
識
を
呼
び
起

こ
し
、
運
動
が
平
和
擁
護
、
民
主
化
擁
護
と
い
っ
た
理
念
的
背
景
を
取
り
込
む

契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
政
治
的
危
機
意
識
は
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
ら
も

強
く
意
識
し
て
お
り
、
そ
れ
は
戦
前
の
「
大
学
の
自
治
、
学
問
の
自
由
」
に
対

す
る
干
渉
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
言
論
統
制
が
当
時
も
な
お
生
き
た
教

訓
と
し
て
記
憶
に
新
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

反
イ
ー
ル
ズ
運
動
が
全
国
の
大
学
で
渦
巻
く
中
、
全
学
連
は
日
本
共
産
党

と
の
組
織
的
決
別
に
至
っ
た
。
五
〇
年
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
は
野
坂
参
三
を
批

判
し
、
日
本
共
産
党
に
対
し
て
、
よ
り
反
米
・
反
帝
国
主
義
の
態
度
を
鮮
明
に

す
る
よ
う
要
求
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
べ
き
と
主
張
す

る
「
国
際
派
」
と
受
け
入
れ
難
い
と
主
張
す
る
「
所
感
派
」
の
勢
力
に
分
か
れ
、

論
争
の
末
、
日
本
共
産
党
で
は
「
所
感
派
」
が
優
勢
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
全

学
連
を
主
導
し
た
本
部
の
東
大
共
産
党
細
胞
は
「
国
際
派
」
を
支
持
し
て
お

り
、
こ
の
反
米
・
反
帝
国
主
義
姿
勢
を
強
調
す
る
「
国
際
派
」
が
全
学
連
内
で

発
言
力
を
高
め
た
結
果
、
前
述
の
「
反
イ
ー
ル
ズ
声
明
、
反
帝
国
主
義
闘
争
」
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の
方
針
を
決
議
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。
こ
れ
を
以
て
全
学
連
と
日
本
共
産
党

の
乖
離
は
決
定
的
と
な
り
、
以
後
少
し
の
間
全
学
連
は
日
本
共
産
党
と
は
距

離
を
置
く
こ
と
と
な
る
。 

  

戦
後
初
期
に
は
、
学
生
運
動
の
要
求
は
学
内
に
関
す
る
問
題
に
留
ま
り
が

ち
で
あ
っ
た
が
、
パ
ー
ジ
後
は
、
安
保
体
制
や
思
想
統
制
へ
の
反
発
が
広
が

り
、
政
治
的
理
念
に
基
づ
く
運
動
が
前
面
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
過
程

で
、
全
学
連
の
組
織
的
基
盤
は
よ
り
強
固
と
な
り
、
学
生
運
動
は
全
国
規
模
の

行
動―

そ
の
態
様
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
が―

を
と
り
う
る
政
治

主
体
へ
と
変
貌
し
た
。
さ
ら
に
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
は
後
続
の
六
〇
年
安
保
闘

争
へ
と
連
な
る
思
想
的
基
盤
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
節
目
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
国
家
が
反
共
政
策
を
理
由
に
思
想
と
組
織
を
抑
圧
す
る
と
い
う
経

験
は
、
学
生
運
動
に
と
っ
て
「
反
権
力
」
を
規
定
す
る
強
固
な
論
理
的
根
拠
と

な
り
、
運
動
を
よ
り
急
進
化
さ
せ
る
動
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

以
上
よ
り
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
は
単
な
る
政
治
的
弾
圧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学

生
運
動
を
組
織
化
し
、
ま
た
そ
の
理
念
を
理
論
的
に
深
化
さ
せ
る
重
要
な
契

機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
章
と
同
様
、
戦
後
日
本
の
政
治
構
造
が
冷
戦
と
い

う
国
際
環
境
の
中
で
再
編
さ
れ
る
過
程
、「
外
交—

内
政
」
の
過
程
と
連
動
し

て
お
り
、
学
生
運
動
が
国
内
の
若
者
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
米
関
係
の
影
響

下
に
置
か
れ
た
政
治
的
主
体
と
し
て
成
長
す
る
基
盤
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。 

第
三
章 

六
〇
年
安
保
闘
争
に
み
る
外
交
と
学
生
運
動
の
交
錯 

 

独
自
路
線
を
歩
み
始
め
た
全
学
連
だ
っ
た
が
、
の
ち
五
一
年
に
は
日
本
共

産
党
は
そ
の
後
武
装
闘
争
を
党
是
と
し
、
距
離
を
置
い
て
い
た
全
学
連
も
こ

れ
に
倣
う
形
で
学
生
運
動
家
た
ち
を
動
員
し
た2

9

。
全
学
連
の
軍
事
路
線
は
大

衆
の
支
持
を
失
う
結
果
を
招
き
、
学
生
運
動
は
下
火
と
な
っ
た3

0

。
さ
ら
に
五

五
年
に
は
、
日
本
共
産
党
が
第
六
回
全
国
協
議
会
（
六
全
協
）
で
こ
れ
ま
で
の

軍
事
路
線
を
自
己
批
判
す
る
に
至
り
、
い
よ
い
よ
全
学
連
の
軍
事
路
線
は
暗

礁
に
乗
り
上
げ
た
。
翌
年
に
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
動
乱
へ
の
ソ
連
軍
介
入
が
続
き
、
全
学
連
の
学
生
運
動
家
ら
は
日

本
共
産
党
お
よ
び
ソ
連
共
産
党
の
正
当
性
に
疑
義
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
出
来
事
を
機
に
、
全
学
連
は
日
本
共
産
党
と
袂
を

分
か
ち
、
自
律
的
な
運
動
を
可
能
に
す
る
理
念
や
理
論
を
模
索
す
る
必
要
性

に
駆
ら
れ
た
。
全
学
連
は
五
五
年
の
日
共
の
方
針
転
換
を
受
け
て
活
動
全
般

が
停
滞
す
る
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
の
在
日
米
軍
立
川
飛
行
場

を
巡
る
砂
川
闘
争
へ
の
参
加
を
通
じ
て
学
生
運
動
を
再
び
活
性
化
さ
せ
た
。

だ
が
し
か
し
、
全
学
連
が
学
生
運
動
に
お
い
て
そ
の
存
在
感
を
回
復
さ
せ
る

と
同
時
に
分
裂
も
生
じ
、
五
八
年
、
日
本
共
産
党
と
の
対
立
姿
勢
を
あ
ら
わ
に

し
た
、
よ
り
急
進
的
な
ブ
ン
ト
（
共
産
主
義
者
同
盟
）
が
誕
生
し
た
。 

 

六
〇
年
安
保
闘
争
は
こ
う
し
た
学
生
団
体
の
動
向
と
も
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
。
五
二
年
締
結
の
旧
安
保
条
約
の
改
定
に
む
け
、
岸
内
閣
は
五
八
年
に
警

察
に
よ
る
操
作
や
犯
罪
の
予
防
に
か
か
わ
る
権
限
の
拡
大
を
盛
り
込
ん
だ
警

察
官
等
職
務
執
行
法
（
警
職
法
）
の
改
正
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に



【A】個人論文 

 

 

反
対
し
て
全
国
的
な
反
対
運
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
、
改
正
法
案
に
対
す
る

野
党
や
自
民
党
内
部
の
反
対
も
あ
っ
た
結
果
、
改
正
法
案
の
成
立
は
見
送
ら

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
全
学
連
書
記
長
島
成
郎
は
日
本
共
産
党
と
の
決
別
と
新

党
結
成
へ
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
ブ
ン
ト
の
創
立
大
会
を
行
っ
た
。
ブ
ン
ト

の
運
動
理
論
は
い
わ
ゆ
る
「
先
駆
性
理
論
」
と
呼
ば
れ
、
生
活
基
盤
が
脆
弱
な

学
生
に
社
会
変
革
を
牽
引
す
る
運
動
家
と
し
て
の
本
質
を
見
出
し
た
理
論
で

あ
っ
た3

1

。
全
学
連
を
通
じ
て
学
生
運
動
に
お
け
る
覇
権
を
握
り
、
同
時
に
六

〇
年
安
保
闘
争
に
も
取
り
組
ん
だ
の
が
ブ
ン
ト
の
運
動
の
方
針
と
戦
略
だ
っ

た
。 

  

六
〇
年
安
保
改
定
を
め
ぐ
る
米
国
の
対
応
は
、
冷
戦
下
に
お
け
る
対
日
安

全
保
障
政
策
の
再
構
築
と
い
う
広
範
な
戦
略
的
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
米
国
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
ソ
連
の
核
戦
力
増
強
お
よ
び
中
国
の
台

頭
を
背
景
と
し
、
極
東
地
域
に
お
け
る
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
長
期
安
定
化

を
最
優
先
課
題
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
お
い
て
、
六
〇
年
の
旧
安
保

条
約
の
改
定
は
、
単
な
る
条
約
の
刷
新
で
は
な
く
、
双
務
的
義
務
の
付
与
と
基

地
使
用
権
の
法
的
安
定
化
を
主
眼
と
し
た
制
度
的
再
編
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
米
国
政
府
は
、
改
定
交
渉
に
積
極
姿
勢
を
示
し
た
岸
内
閣
と
の
間
で
交

渉
過
程
全
体
に
わ
た
り
綿
密
な
連
絡
調
整
を
行
っ
た3

2

。 

  

六
〇
年
安
保
闘
争
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
外
交
政
策
と
国
内
政
治
運
動

が
最
も
鋭
く
噛
み
合
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
際
的
要
請
と
国

内
的
民
主
化
の
高
揚
が
正
面
か
ら
衝
突
し
た
結
果
と
し
て
、
六
〇
年
安
保
闘

争
は
爆
発
的
な
全
国
的
社
会
運
動
と
な
っ
た
。
学
生
運
動
は
、
こ
の
政
治
過
程

の
中
で
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
全
学
連
は
戦
後
初
期
に
形
成
さ
れ
た
「
反

権
力
」「
反
軍
事
化
」
の
理
念
を
継
承
し
、
蜜
月
の
関
係
で
あ
っ
た
日
本
共
産

党
と
の
決
別
を
経
験
し
な
が
ら
も
学
生
運
動
に
お
け
る
覇
権
を
握
り
続
け
、

安
保
改
定
を
日
本
の
民
主
主
義
を
脅
か
す
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
な
か
で
も
、

日
本
共
産
党
と
敵
対
的
と
す
ら
言
え
る
ブ
ン
ト
の
誕
生
は
六
〇
年
以
後
の
学

生
運
動
に
も
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
で
、
政
府
は
米
国
と
の
同
盟
深
化
を
外
交
的
最
優
先
事
項
と
し
、
国
内

の
反
対
運
動
を
知
り
つ
つ
強
行
採
決
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
政
治
判
断
は
、
米

国
の
対
日
要
求
を
背
景
と
す
る
外
圧
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た3

3

。
繰
り
返

し
述
べ
た
通
り
、
安
保
改
定
は
単
な
る
条
約
問
題
で
は
な
く
、
日
本
の
外
交
的

選
択
が
国
内
社
会
の
民
主
主
義
と
ど
の
よ
う
に
整
合
す
る
の
か
と
い
う
構
造

的
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。 

  

以
上
よ
り
、
六
〇
年
安
保
闘
争
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
外
交—

内
政
連

関
」
の
典
型
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
政
治
に
お
け

る
政
治
力
学
が
国
内
の
政
治
運
動
を
誘
発
し
、
学
生
運
動
が
政
府
の
外
交
政

策
の
正
当
性
に
一
石
を
投
じ
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
相
互
作

用
は
、
以
後
の
日
本
政
治
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
影
響
を
及
ぼ
し
、
七
〇
年

安
保
や
そ
の
後
の
新
左
翼
運
動
に
も
思
想
的
・
組
織
的
な
教
訓
を
残
し
た
。 
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結
論 

 

本
稿
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
外
交
・
内
政
・
学
生
運
動
の
連
関
を
、
逆
コ

ー
ス
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
、
六
〇
年
安
保
闘
争
を
軸
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

次
の
三
点
が
主
要
な
素
因
と
し
て
確
認
で
き
た
。 

 

第
一
に
、
冷
戦
構
造
の
深
ま
り
を
背
景
と
し
た
米
国
の
対
日
政
策
の
転
換

が
、
日
本
の
国
政
に
外
的
圧
力
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
日
本
政
府
が
対
米
関
係
の
維
持
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
た

め
、
警
職
法
改
正
な
ど
の
国
内
の
治
安
政
策
や
大
学
行
政
へ
の
介
入
を
通
じ

た
学
生
運
動
へ
の
対
応
が
外
交
的
要
請
の
影
響
を
受
け
る
構
造
が
生
じ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
三
に
、
学
生
と
い
う
層
が
こ
う
し
た
外
交
・
内
政
の
変
動
に
対
し
て
鋭
敏

に
反
映
し
、
抗
議
行
動
と
し
て
可
視
化
す
る
政
治
主
体
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。 

 

以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
日
本
の
戦
後
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
米
国
の
戦
略

的
要
請―

日
本
政
府
の
政
策
判
断―

学
生
運
動
の
反
応
が
相
互
に
連
鎖
す
る

構
図
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
者
の
力
学
こ
そ
が
戦
後
学
生
運
動
を
特

徴
づ
け
た
主
要
因
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。 

こ
れ
ら
の
事
例
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
学
生
運
動
が
単
な
る
国

内
の
若
者
運
動
で
は
な
く
、
常
に
日
米
関
係
と
い
う
広
い
枠
組
み
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
、
ま
た
一
定
の
形
で
そ
れ
に
反
応
す
る
主
体
で
あ
っ
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
日
本
の
政
治
的
動
向
は
、
外
圧
と
国
内
の
社
会

変
化
の
相
互
作
用
の
中
に
こ
そ
そ
の
特
徴
が
あ
り
、
学
生
運
動
も
ま
た
そ
の

例
外
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
六
〇
年
以
降
の
運
動
の
多
様
化
や
組
織
形
態

の
変
容
、
さ
ら
に
は
七
〇
年
安
保
期
に
お
け
る
「
日
米
関
係
と
の
直
接
的
連
動

の
希
薄
化
」
が
意
味
す
る
も
の
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
対
米

関
係
に
お
け
る
外
的
圧
力
の
詳
細
に
つ
い
て
も
よ
り
具
体
化
す
る
こ
と
も
有

用
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
扱
っ
た
時
期
は
、
そ
の
後
の
学
生
運
動
の
分
岐
点
、
現

在
の
学
生
運
動
の
淵
源
を
理
解
す
る
た
め
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
戦

後
日
本
の
政
治
史
を
捉
え
る
上
で
依
然
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
ち
続
け
る

で
あ
ろ
う
。 
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社
会
問

http://slantchev.ucsd.edu/courses/ps142j/documents/acheson-reconstruction.html
https://kotobank.jp/word/%E3%81%BB%E3%81%84%E3%81%A4%E3%81%A8%E3%81%AB%E3%83%BC%E3%81%93%E3%83%BC%E3%81%A8%E3%81%AB%E3%83%BC-1654394
https://kotobank.jp/word/%E3%81%BB%E3%81%84%E3%81%A4%E3%81%A8%E3%81%AB%E3%83%BC%E3%81%93%E3%83%BC%E3%81%A8%E3%81%AB%E3%83%BC-1654394
https://ippjapan.org/archives/9013
https://ippjapan.org/archives/9013
https://ippjapan.org/archives/9013
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009181671_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009181671_00000


【A】個人論文 

 

 

 
題
研
究
所
編
『
日
本
労
働
運
動
資
料
集
成
』
第
二
巻
（
一
九
四
七-

一
九
四

九
年
）、
旬
報
社
、
二
〇
〇
七
年
。 

1
8 

 

田
中
敦
子
「
占
領
下
の
学
生
自
治
会
と
学
生
運
動
」
六
花
出
版
、
二
〇

二
五
年
、
八
二
頁
。 

1
9 

 

同
書
、
七
五
頁
。 

2
0 

 

「
京
大
夜
間
部
実
現
へ 

学
生
に
は
「
自
治
の
限
度
」
を 

森
戸
文
相

京
で
語
る
」『
京
都
新
聞
』
一
九
四
七
年
一
二
月
五
日
。 

2
1 

 

「
森
戸
文
相
入
洛
す 

京
大
と
同
志
社
で
一
問
一
答
」『
学
園
新
聞
』
一

九
四
七
年
一
二
月
一
五
日
。 

2
2 

 

菅
孝
行
『F

o
r B

eg
in

n
ers 

全
学
連
』
現
代
書
館
、
一
九
八
二
年
、
二
九

-

三
二
頁
。 

2
3 

 

高
木
正
幸
『
全
学
連
と
全
共
闘
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、
二
三-

三
九

頁
。 

2
4  

同
書
、
四
二-

四
九
頁
。 

2
5  

「
赤
い
教
授
除
外
せ
よ 

イ
ー
ル
ス
博
士 

許
さ
れ
ぬ
学
生
ス
ト
」『
朝

日
新
聞
』
一
九
四
九
年
七
月
二
〇
日
。 

2
6  

田
中
敦
子
、
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。 

2
7  

高
木
正
幸
、
前
掲
書
、
一
五-

二
二
頁
。 

2
8  

小
西
德
應
ほ
か
、
前
掲
書
、
三
八
頁
。 

2
9  

猿
谷
弘
江
『
六
〇
年
安
保
闘
争
と
知
識
人
・
学
生
・
労
働
者 

―

社
会

運
動
の
歴
史
社
会
学―

』
新
曜
社
、
二
〇
二
一
年
、
一
六
〇
頁
。 

3
0  

社
会
問
題
研
究
会
『
全
学
連
各
派:

学
生
運
動
事
典
』
芳
文
社
、
一
九
六

九
年
、
二
三-

二
六
頁
。 

3
1  

猿
谷
弘
江
、
前
掲
書
、
一
七
二
頁
。 

3
2  

小
西
德
應
ほ
か
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。 

3
3 

同
書
、
同
頁
。 


